
2  ・ CIRCULATION　2013/8 Vol.3 No.8 月刊循環器　2013/8 Vol.3 No.8 ・  3

特 集

2013年 8月号　Vol.3 No.8　通巻第24号 CIRCULATIONは（株）医学出版の登録商標です。®登録商標第 5339566 号

企画編集  堀　正二

β遮断薬を使いこなす
 ̶ 生命予後の改善を目指して̶

4 特集にあたって  ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥堀　正二
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2  β遮断薬はなぜ心不全に効くのか‥ ‥‥‥矢野雅文 他

1  高血圧治療薬としてのβ遮断薬の作用と特性‥　 　 　

　　　 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥苅尾七臣 他

1  収縮不全におけるβ遮断薬療法の有用性と課題
　　‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥筒井裕之 他

1  高血圧治療では，なぜβ遮断薬は第 1選択薬　
　  ではないのか　 ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥大屋祐輔 他

2  拡張不全にβ遮断薬は有効か　　　　　　　　　　　　 ‥ 				

　　‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 山本一博

2  虚血性心疾患におけるβ遮断薬の位置付け　　
　　～最近の考え方～ ‥ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 田邉健吾

3  β遮断薬の至適用量と心拍数低下の意義　　　
　	 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 岡本　洋

3  不整脈治療薬および突然死予防薬としての　　
　 β遮断薬 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 池田隆徳

4  心拍数は心不全のリスクマーカーか，　　　　
　  リスクファクターか‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥百村伸一 他

4  頻脈性不整脈にβ遮断薬は第 1 選択薬と　　　
　　なりうるか‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥山下武志 他

5  周術期管理におけるβ遮断薬の予防的投与は，
　  是か非か‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥伊藤　浩 他

5  急性心不全にはβ遮断薬をいつから　　　　　
　  導入すべきか‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 清野精彦
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